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南極通信の移 り変わ り
河 原 猛 夫
昭和30年南極の予備観測隊が編成されていた頃、一部
では ミ無線なしでも越冬してみせる=との風潮を洩れ聞
いた.しかし,政府は南極に設けられている基地と日本
との間の無線通信が確保できぬ限り越冬は認めない方針
を決めた.南極通信分科会の討議は深重を極わめ,基 地
に設置する送信機は,国 際寛々(KDD)で 使用実績の
ある新型の2kW短 波送信機を持って行 くことにした.
その機械は固定局用の大型だったから,輸送を担当した
隊員諸氏は大変苦労されたが,幸 い銚子局との通信は成
功し第1次 の越冬隊は成立した,
その後.通 信機は不幸にして真空管の故障頻発等のた
め,第3次 隊からは船舶局用の頑丈な1kW短 波送信機
と取 り換えて,第6次 隊まで持ちこたえた.しかし,そ
れでは電波が弱いので,第7次 隊 か ら は 新規設計の2
kW短 波送信機を使用することしたが,ち ょうど太陽黒
点の上昇期に相当していたから,短 波の伝搬状態がよく
なり,難聴がちではあったが南極本部 と基地 との電話連
絡も可能 となった.
数年前から太陽黒点が減 りだしたのに伴い,基地と日
本との通信はしばしば困難を極わめるようになり,時に
は10日以上も途絶することさえあった.外 国の例による
と,マ ラジョージナヤは20kW.モーソンは10kWの送
信電力で本国と通信しているのに,それらより遠距離の
国内との通信を僅か2kWの 小電力でやらねぱならない
通信担当隊員は,毎年一方ならぬ苦労を繰 り返 していた
のである.
幸い第19次隊では,5kW短 波送信機の設置が認めら
れたのと,太陽黒点も再び最低期を脱したので,最近の
通信は漸次好転化してきたが,元 来短波は電離層の電子
密度などに変化が起ると減衰が多 くなったり,突き抜け
た りして通信の安定化が望めない.よ って昭 和47年の
SCAR南 極通信シンポジウムでは,南 極 と他の大陸間
の連絡には衛生通信を利用することが望ましいとし,昭
和48年の第13回SCAR総会ではその提案が確認され,
その後の南極条約協議会議でもこの趣旨を盛 り込んだ勧
告が出されている.
衛星通信としては,既 に米国が先年マクマード基地 と
米本国との間で,イ ンテルサ ット衛星による通信実験に
成功しているので,通信量が多 くなった暁にはその利用
を考えるぺきであろうが,何 分にも2億日余の建設費 と
65kVAの運用電力が必要なので,近 い将来に実現する
ことは望めないだろう.
そこで最近米国が打ち上げた海事衛星通信マリサ ツト
の利用が検討され,KDDの 厚意によって第19次隊を輸
送する ミふ じ=に船舶地球局設備一式が設置された.マ
リサ ットは現在大西洋.大平洋,イ ンド洋上に3個打ち
上げられているが.海岸地球局は米国の東海岸 と西海岸
に各1局 つつ設けられているだけなので.イ ンド洋上の
マ リサ ットは今夏建設されるKDDの 山口海岸地球局が
運用を開始するまで実用に供せられない.
現在ふじは往路に太平洋上のマリサットを,帰 路は大
西洋上のものを使い,第19次夏隊員が主力となって実験
を担当している.保証されたサービス ・エリアは図に示
すとおり仰角5° 以上であるにもかかわらず,モ ーソン
沖から昭和基地に至る0°程の低い仰角海域にいても,
また,暴風圏航海中でも,テ レックスや電話連絡が実用
上支障なく使えるとの報を耳にした.そ こで私は,KD
Dに赴いて暴風圏内で仰角0° の海上にいる大瀬副隊長
と実際に通話してみてその明瞭なのに感激を覚えた.そ
して本年インド洋マ リサ ットが使えるようになったら,
ふ じはその全航路の何処にいても,どんな時刻にでも自
由に国内と直通通信ができるようになるのだから,是非
共これを採用してほしいと念願している次第である.マ
リサットの通信料金は,現在テレックスが1分毎に2,900
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マ リサ ッ ト サ ーピス海域(仰 角5e)
円,電話は最初の3分 迄12,360円と割高だが,山 口海岸
局経由になるとテレックスは毎分L820円,電話は3分
迄9,120円の低料金となる.
そこでこの船舶海岸局施設を,昭和基地の海氷上にあ
るホーバクラフトなどに設置して,国 内とその他との交
信に供することができないものだろうか との希望がわい
て くる.回施設の使用電力はL2kVAで,5kW送 信
機の入力12kVAの1/10に過ぎない・ 使用料は リース
方式なので,契 約料は28万円,使用料は月額48万円との
ことだが,イ ンテルサットに比べれば問題なく安い.運
用も簡易だから,ふ じの実績をまとめてこの種の通信方
式が南極の主要基地間との気象伝送にも使えるようSC
A.R等に働きかけることを切望する。
(筆者:日 本短波放送開発事業センター顧問)
南極 観 測隊 便 り
一第19次隊,第18次越冬隊の近況一
昨年11月25日東京港晴海埠頭から観測船"ふ じ"で出
発 した40名の第19次観測隊と同行記者3名 は12月3日赤
道を通過,恒例の赤道祭で祝った.こ の時行われる演芸
大会では隊員の隠れた芸が発見され,以 後大いに話題に
されたりする.今次隊でもふだんはオオマジメで学究的
雰囲気の隊員が艶麗な女形を演 じ,隊長らをアッといわ
せた.
順調な航海で12月11日オース トラリアのフリーマン ト
ルに入港.こ こで船は油や水な どの 補 給,隊 は清鮮野
菜,肉 類,酒 類など越冬食糧を買入れた.フ リーマント
ルの数日は越冬する者にとっては 「最後の楽園」,バス
ツアーや海水浴にコアラベァの見物にと,これからに備
えて大いに英気を養った.ま た,現地邦人と船上でモチ
ツキ大会をするなど,親善の為の催しもいくつか行われ
`
た.
12月16日外 国 交 換科 学 者 で あ るチ リの ホ ピァ ー ノ博 士
ノ
を乗せて出港し たふ じは例年に比べ静かな暴風圏を通
過,22日南緯55度を越え,同 日初氷山にも遭遇し,いよ
いよ南極圏に入った.
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一方,12月の昭和基地では第18次越冬隊がブル ドーザ
ーを使 ってヘ リポー トや道路の徐雪など第19次隊受入の
ための作業や日本に持ち帰る資料や物品の梱包が始まり
急にあわただしくなった.天候に恵まれたこともあって
ヘ リポートまでの道路は例年になく早 く月半ばには開通
し,1番 機を待つばかりとなった.ま た,観測としては
30kmの上空を24時間浮遊させ,電 場やオーロラX線の
観測をする大気球を2機放球するなど,有終の美を飾る
べく活発に行われた.
ふじは昭和基地接近に先がけて,プ リソスオラフ海岸
の露岩である 「竜宮岬」に地学総合調査班を送 り込むた
め疎群氷を竜宮岬沖目がけて航行し,145kmの地点から
ヘ リコプターで神沼(リ ーダー)仲井,加 納,吉 倉(以
上地学担当)神 田(生物)国 見(測地)の6隊 員からな
る調査隊を送った.こ の調査は1月14日までの16日間に
わたって,地形図作成のための測地.測 量(基 準点,水
準点を設け三角測量,天文測量,測 距),重力及び全磁
力の測定,地 質調査による概略の地質図の作成,生 物調
査としてコケ,地衣,藻類の分布調査を実施,幸 い天候
にも恵まれ,大 きな成果を得ることができた.同地域は
第8次 隊で若干の調査が行われただけで,11年ぶ りで本
格的調査がされたことになる.
その後ふ じは大利根水道に進入したが,と ころどころ
3m～7mに 達する厚いハンモ ックアイスにはばまれ,
遅々として船足は伸びなか った が,よ う?く1月4日
220kmの地点から昭和基地に家族の便 りと平沢第19次
隊長らを乗せた第1便 を飛ばした.第18次楠隊長と平沢
隊長は1年2か 月ぶりの再会,か たい握手を交わした.
1月6日氷状が好転,大 利根水道が開いたのを狙って
6日から7日にかけて一気に基地から60kmの定着氷縁
に進入した,7日 と9日に12便19tの建設資材を空輪し
た後,神宮岬調査隊を収容する予定であったが天候不良
で,よ うや く14日に神沼以下6名 の隊員をピックァヅブ
した.
1月15日にみずほ旅行隊の物資を大陸のSl6地点に空
輪,一 方,50cm～90cmと近年になく薄い定着氷をさし
たるチャージング航行もせずに17日,東オングル島見晴
らし岩から750mの地点に接岸した.昭和基地に接岸 し
たのは第11次隊から数えて,実 に8年ぶ りの こ とであ
る.遅れていた輸送は,接 岸したことにより大型カブー
ス(居 住橘)の 陸揚げができたばか りでな く,空輪に加
えて,燃料油の船から基地タンクへのパイプ輸送,雪 上
車による氷上輸送と3面作戦により,一気にはかどり24
目には全物資490tの輸送を終了した.これは実質輸送
期間では12日間 と今までで一番早いものである.また,
これとは別に船から燃料油180kl(昭和基地発電用油の
10か月分)を 譲り受けることができ昭和基地の備蓄燃料
が増えたことは,来年以降の物資輸送計画の上から明る
い見通しが得 られた.
輸送と並行して行われた建設作業も順調に進み,高 層
気象観測用気球に使う水素の発生器室(6㎡)と 第20次
からの重点観測である地学部門 の 地学研究棟(100㎡と
楠第18次隊長と平沢第19次隊長(電送写真)
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は1月23日 完 成 し,こ れ に よi)昭和 基 地建 物 の総 床面 積
は3,575㎡とな っ た,ま た,発 電lii:を増 す ため のnokVA
発 電 機 の 設 置,「J・1地や外 国 づ占地 との 通f、いこ使 う5k"'送
信機 の 設 置 もそ れ ぞ れ 担'TS隊員 に よ って 行 わ れ,予 定 さ
れ て い た基 地 整備 作 業 は,全 て 消 化 され た.
み ず ほ 観 測 拠 点.ごの 引 き継 ぎ とA1点 無 人観 測 小舎 再
建 の ため の み ず ほ 旅 行 隊 は 大 山(リ ー ダ ー),箕 岡,奥
|1|,石沢,鈴 木(三),1几1野,山岸(以 上19次),掃1:,
鮎1「1,Zf[十[(1'/上18次)のメ ンバ ー て'1月16日S16をHl
発 し た.　Al点 には3.2【㎡ の 観測 小 舎 と風 力発 電 機 か ら
の 電 力 を 充 電 して 観測 や 保 温 用電 泥[とな るバ ッテ リーの
保 温 箱 を 設|i,f.し,正月28日か ら地 磁 気3成 分,VLF帯
自然 電 波,電 離 層 吸収 な どのfi[ξ人観 測 を開 始 し た.こ の
後 入llT以下7名([几i野,111.}?:,鮎川 はA1点 よ り.11馳に
帰 投)は31日 に み ずぽ 観 測 拠 点 に着 き,2月4日 まで 藤
井 隊 員 ら4名 のみ ず ほ在 住 者 か ら観 測 や 談 合》了機 器 の 引 き
継 ぎを 受:ナ,箕 岡,奥lil.　行沢,鈴 木(三)は2月5日 第
19次隊 員 に よる 越 冬 生 活 に 入 った,1年 間 をみ ず ほ 観 測
拠 点 で 過 し た藤 井 の 他 長 谷川,佐 々木,坂 本,寺 井,百
[.H(以上18次)人el.1(19次)「隊員 は2月5日 に出 発,7
日2,LIZbi.こ帰 投 し た.
第19次隊 に よ る夏 期 ロ ケ ッ ト実 験 は,大 気 の 光 化学 的
'変成 作川 の
、錫・合 を 日的 と し たS-21ぴ甲搏0,1機と31.IJ.機を
そ.ilぞ.ね1Jl281iと2月5日:こ打.ちヒ:ド.昇モ翔,観 測[]ヒ
も に 成功1.最先の 良 い ス タ ー トを き った 。 越 冬 期の ロ ケ
ッ ト観 測 にS-3101親4機の打 ち 上 げ をf・7Eして い る.
竜宮 岬 か らrj捲続 い て の露 岩 調 査ば 輸 送の 終 「L.㌧1
.112411から行 わ れ,奥 岩.テ ー レ ン,ス カ ル ブ ス.トス,
ス カ ー レ ンにISいて地 学 調 査 が2月31.1まて1.続け ら れ
た./Eた,実 験 的 にふ じに取 り付 け たマ リサ ッ ト(海Fh
衛 星)通 イ1駄11:7;穿に 作 動 し,昭 和 基 地 接 岸 中 に も極 地ii)f
究 所 との 電 話 とテ レ ッ クスが 即 時 にっ なが り,将 来の 昭
和 」,LI　J也衛 ノ1こ通 「llに明 る い 見通 しが 得 られ た.
昭 和 ノIU地の 全 ての 業務 は2月1日 に第[8次隊 よ り第1～)
次 送 に 引 か継 が、ll,平沢 隊長 以 下30名ば 越 冬態 勢 にNっ
な}∫,第18次越 冬隊 を収 容 し たふ じ1よ3月2日 に南 緯:
551・£を 通過1.,3月1[lliモー リシ.t・ス の ボ ー トルfス に
'.!チ;巷(摘!18i欠・1玄冬1;家1よ二 こ二よ1)空路3∫]201LJL440
便11時25分羽 田才1て帰 国),そ の 後 シ ン ガ ポ ー ル を経 て,
4月　2Di　I40i(tLll|11}海草頭 に帰 港 す る 予定.であ る.
t
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イギ リス隊に参加 して
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吉 田 栄 夫
筆 者 は昭 和52年度 の 交換 科 学 者 と し てイ ギ リス 隊 に 派
遣 され た.た ま た ま南 極 条 約 協 議 会 議 へ の 参 加や,第20
次 観 測 隊編 成 な どの 仕 事 に挟 まれ,受 入 れ る 観測 船 ミブ
ラン ス フ ィー ル ドこ の 口程 の 都 合 もあ って ,ご く短 い 期
間 の 参加 に留 ま り,当 初 意 図 した 視 察 や 調 査 を 十 分 行 う
こ とは で き なか っ た.し か し,輸 送 オ ペ レ ーシ ョン の ・
端 や,伝 統 を 守 る基 地 観 測 とア メ リカ隊 基 地 の対 照 性 な
どを 目の 当 りに し,興 味 深 い 日 日を 過 す こ とが で き,今
後 私 に とっ て有 益 と思 わ れ る多 くの こ とに 接 し得 た 。 南
極 半 島 の 自然 も ま た素 晴 しか った,思 いつ くま まに これ
らの こ とを 綴 っ てみ た い.
一フ フ ンス フ
ィー ル ドtは 総 トン数4,816トン(排 水
トンお よそ7,600トン),長 さ99.2rn.巾18.4mで,サ イ
ズは ミふ じeに 似 てい る.一 軸5,200馬力 の ジ ーゼ ル 電
気 推 進 で巡 航 速 力12ノ ッ ト.1970年9月に 進 水 した.ヘ
リ甲板 は あ るが ヘ リ コプ タ ーを 塔 減 して い な い こ と もあ
って,ふ じと比 べ れ ば 大 き さの 割 に 貨物 粕1載 量 は 大 き
く.約1,000重量 トン積 む こ とが で き る.こ の大 きな 顧
減 債 を利 用 し て,毎 年 ア メ リカ東 岸 の ジ ャ ック ソ ン ビル
に寄 り,NSFと の 契 約 の も とに,ア メ リカ隊の パ ー マ
ー基 地 向け の 貨 物 と人 員 を輸 送 して い る.BAS(英 国
南 極 調 査 所British　Antarctic　Survey)の所 属で あ る.
10月下 旬,イ ギ リス の サ ザ ン プ トン港 を 出 た ミブ ラン
ス フ ィール ドミ は,ジ ャ ック ソ ン ピル寄 港 後 パ ナ マ運 河
を 経 て11月25日夕刻,チ リーの バ ル パ ラ イ ソに 入港 し
た.こ れ まで は 南 米 東 岸 沿 い に 南 下,ウ ル グア イの モ ン
テ ビデオ あ る いは アル ゼ ンチ ンの マ ル デ ル プ ラ タを経 て
南 極 へ 向 った が,今 シ ーズ ンは 初 め て パ ナ マ運 河 を 通
り,南 米西 岸 を 航 行,こ れ は 少 しで も 日数 を かせ ぐため
の 試 み とい う.出 入 港 の ス ケ ジ ュ ール は,か な リフ レキ
シ ブ ルで チ リーの 代 理 店 で は,バ ル パ ライ ソに寄 ら ず プ
ンタ ァ レ ナス ル寄 港 す るか も知 れ な い と お ど か され た
が,無 事11月26日この シ ー ズ ン と し ては,こ こで は 珍 し
い大 雨の 中 を船 に乗 込 み,船 医 の 個 室 を 与・え られ た.専
任 の 船 医は い ず,隊 の 医 者 に頼 る の だ そ うで あ る.
パ ル プ ライ ンか らは2人 の チ リ一人 の パ イ ロ ッ トが 乗
船,出 港 後3日 目か ら始 ま るチ リー南 西 岸 の フ ィ ヨル ド
地 帯 の航 行 の ため であ る.フ ィヨ ル ドは.・般 に 水 深 が 大
きい が,底 の 起 伏 が大 き く,手 を伸 ば せ ば 谷 壁 が さわ れ
そ うな 狭 い 水路 もあ る.途 中 で座 礁 し た ま ま見 捨 て られ
た 貨 物 船 も眺 め ら れ た.ホ ー ン岬 に近 づ き,チ リーの 小
型巡 視艦 の よ うな船 が パ イ ロ ッ トを迎 えに 来 て,接 舷 す
る,2人 の パ イ ロ ッ トの 代 金は 帰 りの プ ン タ ァ レ ナス か
らの 航 空 運 賃 を 含 め1,800ポン ドだ とい う.
本 物 の ホ ー ン岬 よ り{'1派な に －LY.+・一 ン岬 を右 に み て針
路158°で..一路 南 シ ェ トラ ン ド諸 島 へ.最 初は 信 じら れ な
い ほ ど静か な ドレイ ク海 峡 で,こ ん な こ とは 一 寸 な い そ
うであ る.通 常 強 い 西 風 が 吹 い て い る の に,こ の と きは
東寄 りの 風 だ った.ホ ー ンdl甲を12月3Hの 昼 過 ぎ に 出
て,5E]早 朝 よ く揺 れ るな と思 っ たら,も う南 シ ェ トラ
ン ド南 西 端 の ス ミス 島 の 氷 河 が 光 って い た.南 米 と南極
は 本 当 に近 い と改 め て 感 ず る.
ブ ラ ンス フ イール ド海 峡 の 西 端 を か す め て南 極 半 島 に
近 付 き,ジ ェル ラ ッシ ュ海 峡 を 経 て,ア ンパ ー ス 島の ア
ーサ ー ハ ー バ ーに あ る パ ーマ ー基 地 へ 向 う,こ れ ま ため
った に な い と い う好 天 に恵 ま れ,素 晴 しい景 観 に 日を奪
わ れ る.昭 和 基 地 付 近 と異 な って,氷 河 の侵 食 作川 の 強
さは ま こ と に著 しい,暖 く海 洋 性 の気 候 は 氷 河や それ の
つ く り出 す 地 形 に は っ き り示 され て い る.南 極 の ほ か の
地 域 で は め っ たに み らわ.ない 雪 崩の あ とが あ ち こ ち て甘
につ く.峻 険 な 地 形 は 容 易 に基 地 適 地 を 許 さ ず,ま た
あ って も後 背 地 へ 直 接 と りつ く こ とは 至 難の よ うにみ え
る,ウ ィ ー ン ケ島 とア ンバ ース 島 の間 の ノイ マ ン 水 路は
大 変狭 い が,北 東 の 入 口付 近 の 大 きな 氷盤 以 外 ほ とん ど
海 氷 が な い.天 文 学 的 南極 圏 に まで達 し て い な い この 辺
の 違 い と いえ ば そ れ ま で だ が,昭 和 基 地 付 近 の 手 強 い
海 氷を 見 慣 れ た老 に は何 と も不 思議 な気 がす る.ウ ィー
ソ ケ島 の ダ モイ に は,イ ギ リス とア ル ゼ ン チ ンの 避 難小
屋 が あ り,巨 大 な ドリ フ トの よ うにみ え る氷 河 を 登 った
ところ に 滑 走路 が 設 け られ て い る.地 学 関 係 隊 員 の 地 質
屋 や 雪 氷 屋 は.お もに11月に,BASの も う一一隻 の 小 さ
くて古 い 観 測 船 ミジ ョン ・ビス コー ミ で こ こまで 来 て 、
飛 行 機 で さ ら に南 の 方 へ と運 ば れ,3月 まで フ ィー ル ド
ワ ー ク に従 事 す る.地 学 の 分 野 が 夏 のみ とな っ たの は,
1975-76年の シ ーズ ンか らの こ とで.こ の功 罪 の 判 定 に
は も う少 し時 を 籍 す 必 要 が あ る とBASは 云 うが,こ れ
が,冬 の 間 カ ナ ダで 整 備 し,南 米 を経 て 直接 飛 来 で きる
BASの2機 の ツイ ン ・オ ッタ ー機 の 存 在 に よ っ て 可能
一.、
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となったことは明らかである.1976-77年には機を事故
によって大破してしまったが,今 シーズンは間に合うよ
う直ちに新しい同型機が補充された.イ ギ リスの底力と
いえるかも知れない.と もあれ第1次 ～第6次 に活躍し
た宗谷よりかなり小 さいジョン ・ビスコーで早い時期に
来られるのであるから,氷状がよいことはおして知るべ
しである.
この日の真夜中近く,パーマー基地沖へかかる.いつ
もなら流氷だけになっているアーサーハー バ ーの 湾に
は,ま だ定着氷が張りつめていた.前 日についたこれは
大変小さいアメリカの観測船 ヒーロー号が,基 地に近付
けず定着氷の縁でブランスフイールドを待っていた.こ
こで初めてブランスフイールドの砕氷航行をみることが
できた.前 進後退を繰返すチャージングでは,後 退距離
を著しく長 くとるのが特徴的だ った.オ ー トパイロット
がついてお り,ブリッジの窓際に運転席がしつらえてあ
るので,前 進 ・後退あるいは蛇取 りはすぺて船長1人 で
行われる.氷につっ込む ときのカモン ・カモソ ・マイダ
ーリンという船長のかけ声は大変印象的であった.
翌日,ヒーローのためにさらに砕氷を行って,ヒ ーロ
ーが基地岸壁につけるようにした後,アメリカ隊の物資
370tのうち,と りあうず70tの貨物をヒーローがブラ
ンスフイール ドとの間を往復して運搬.ブ ランスフイー
ル ドは岸壁が浅いのでつけないのである,残 りの300t
の燃料は,い ったんイギリス基地の1つ アルゼンチン諸
島(フ ァラデイ,F)基 地に行ってその帰 りに降ろすと
いう.
ユ ー ス
早速 ヒーローに便乗し,パ ーマー基地を訪問する.生
物を中心とし,あ と地上気象及びレーダー観測による気
象観測からなる(イ ギリス隊はHFド ップラー測定のた
めの送信機を一隅に置いている)施設を見た後,自 分で
引張る宙吊 りの椅子に乗って小 さい入江を渡 り.地形観
察や岩石その他の試料採集に出掛ける.案 内者なしには
出してくれず,海 洋生物学者がついて来てくれた.筆 者
の関心の1つ は海岸の地形で,昭 和基地辺やマクマード
サウンド地域との比較のため,以 前から一度実際にみて
みたいと考えていた.残念ながら十分な結論を出すには
あま りにも小 さい露岩しか歩けなかった.そ れでもいく
つかの点で参考になった,例 えば,今回訪れることので
きたところはどこでも氷から解放された時期が,マ クマ
ー ド地域はもちろん,昭和基地付近に比べても,一般に
大変新しいらしいということがその一つである.
翌日,荷揚げ終了 と同時にパーマーを離れ,ア ルゼン
チン諸島へ向った.島 に近付 くと暗礁が多 く,灯台や三
角点など多くの目印を使 って地文航法で厳密に航路を決
める必要があるという。定着氷の砕氷をや りながらとい
うところもあった.灯台 といえば,夏はおおむね白夜な
ので,こ れを維持管理しているチリーは,特 別の意味を
持たせているのかも知れない.
アルゼンチン諸島はごく小さい島の集 りで,そ の一隅
に基地の建物がある.1954年に造られた主屋は小 じんま
りとし,屋根裏部屋も利用している.暖房は頑として無
煙炭をたくス トーブである.パ ーマー基地は夏でこそ多
少賑っても,1977年冬など7名の越冬者だけなのに150
〜
?
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kVA発電機を廻し,立 派な撞球台のあるラウンジをも
つが,こ れと全く対照的である.車 輌はないので,沖合
のブランスフイール ドからハシケに内火艇を結びつけた
輸送手段で運ばれたどんな重量物でも,わずかの距離で
はあるが.波 止場から手で運ばねばならない.古 い犬橘
も雪も多いので人曳棉 としてかなり活躍する.
この基地では主に超高層と気象の観測が行 わ れ て い
る.筆者には十分わからなかったが,一部の器械は相当
古い.設備は昭和基地に比ぶべくもない.しかし.基地
の建物や生活の仕方を含めて,その中にジョンブル精神
の一端がみられるようだ.こ の気圏科学(Atmespheric
Sciences)　の連中は,生 物部門と同様2年 連続越冬がき
まりである.
半数交代制なので引き継は簡単である.BASと の契
約でやってくる隊員,こ とに学者は5年 契約が建前で,
半年の トレー=ソ グと準備,2年 半の南極行,2年 のま
とめとい うことになる.従 って若い人が多 く平均年令は
25才前後である.当然メリット,デメリットがある.
アルゼンチン諸島での荷揚げと一部人員の交代を終え
たブランスフイール ドは.再 びパーマー基地とダモイ拠
点に立寄った,氷 状がよければ南方のアデレード島にあ
る1975年建設のロゼラ基地に寄る予定だったが,氷 が多
くキャンセルとな り,3月に延ばされることにな り残念
であった.ブ ランスフイール ドは一度フ万一クランド諸
島のスタンレーに戻 り,補給の後ウェヅデル海のハレー
ベイ基地へ向 う.これに参加すると2月末まで帰国でき
ないことになる,後髪を引かれる思いでスタンレーで別
れを告げ,多 少余裕があったので.ス タンレーで会合し
たジョン ・ビスコーに移乗し,フ ォークラン ド諸島の巡
航に参加することにした.こ れも興味ある旅であったが
ここでは省略したい.
筆者の参加について,多 くの御配慮を頂いたイギ リス
及び我が国の関係者の方々に厚 く感謝したい.
(筆者:国立極地研究所教授)
第18次隊 月例報告
〈52年11月・12月〉
11月下旬前半まで前線が停帯し,野外調査旅行隊の行
動が大いに制約された.みずほ観測拠点へ国際地点番号
89544が付与され15日,12時(GMT)から地上気象通
報の送信が開始された.12月は天候に恵まれて融雪も進
み上旬には大気球超高層観測があり,また,第19次隊受
入れ準備も着々と進み月末には完了した.
観測報告
大気球観測:12月4日.13時46分(LT)大気球20号
機を放球し電場とX線の観測に成功した.
無人観測点:気 象観測継続中であり上旬から中旬にか
けては無人観測点用地磁気観測装置の整備 と試験観測を
実施,作 動良好である.
内陸旅行:10月27日に昭和基地を出発した第4回 内陸
旅行隊は11月7日,みずほ観測拠点に到着した.帰路は
金子誠一を リーダーに,外 谷健,小 賀隆.城 代雅夫,古
川正三の5名 の隊員がSM-50S,KD-60雪上車で居住
用カプースと槙を引き13日,10時30分みずほ観測拠点を
出発,途 中無人観測点A、 の点検を行いt19日見返 り台
に到着,11月21日には全員無事昭和基地に帰投した.
設営報告
燃料消費内訳 単位1
区 分
11月 12月
消費量 残 量 消費量 残 量
普 通 軽 油 14,180215,78014,015⑳1,765
灯 油 2,985・・939|・ ・17・28,764
11月14日,FAX受画機を設置し良好に受 画 し て い
る.12月の年賀電報は全て概ね良好に送信できた.昭和
基地,み ずほ観測拠点のその他の観測,設 営ともほぼ順
調に経過してお り隊員健康状態も概ね良好である.
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昭 和 基 地 月 別 気 象 資 料(Syowa　 Station　M。nthly　Climatological　D ta)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(。C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min・　temp,)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・IO分間 平 均(Max.　 wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
11月(Nov.)
一7 .6
十 〇.1
一15
.7
983.3
2.4
69
5.5
12月(Dec.)
-1 ,4
十6.3
一7 .4
988.5
3.3
60
4.0
32.5(11/3.ENE)16.9(12/1,ENE)
39.6(11/3.ENE)2LO(12/1,ENE)
8,0
2
5,2
8
?
?
?
?
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?
?
?
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???
?
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?
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南極の魚 科 … シ・ラ・科 ・・オ・ウオ科}・・継 南極特産編
昭和基地 周辺にて採集 されたボ ウズハゲギス
南極に生息する生物 としてポピュラーなのは,ペ ンギ
であ り,約70種が含まれる.こ の内,非 常に珍らしい魚1
としては,肉 や醜が白色で赤血球や血色素を全 く持たな ξ
ジ
い コオ リウオ 科 の 魚類 が 知 ら れ て い る .ま た,ノ トセ ニ;
・椥 鰍 では通 称ナンキ。クダラと呼et'れ,体重が1
50～60㎏に達するものもある.ξ
昭和基地周辺において,観測隊員の趣味と実益を満足 ξ
させてく摘 鰍 注 にノ ト七二卿 ・属するもので,{
・れまで ・種類が鮪 されている.・れらは顔つき楼1
が ハ ゼ に 似 て い る こ とか ら,総 称 し てオ ン グル ダ ボ・・ゼ;
と呼ばれていたものである.正式な穂 ま,昭和ギス,≡
}ン ・アザラシ ・クジラなどがあげられる.また,彼 等の 昭和ギスダマシ,禿 ギス,二 七禿ギス,坊主禿ギス,鱗 ミ
}重要な餌として・近年オキアミが注 目されている・しか ギス,鰭 棘ギス,ラ イギ ョダマシ,牙 ゴチ,で あ り,まl
lし 漁 類も批 僻 生態系の中にお・'て腰 綱 位を占 ・とに風体娘 く表わし銘 前である.・イ ドクラ。クl
lめ ると考えられる.な どから釣糸を垂れると,お もしろいほど良く釣れる.1
鞭 大陸をとり囲む寒冷な海 とりわけ南極棘 線以 餌・勘 好みはなく.目嚇 ・あ・も・に飛びつく舩1
南の南極海において,これまで80～90種の魚類が知られ
ている.これらの内には,北 半球にも分布する種類 も含
習性をもっているのかも知れない.
これまでの魚類の研究は,主 に沿岸性魚類の分類 ・分
まれているが,ノ トセニァ上科に属する魚類は,全種類 布生態研究であったが.今後,調 査海域を広げるととも
の約80%を占め,名 実ともに南極海を代表するものであ
1る.ノ トセ ニア 上科 は,分 類 学 的1こは ス ズ キ 目,ス ズ キ
;亜 目に属し,他の科 とは異 り,南極海域にのみ生息する
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に,生 理生態的研究からさらに海洋生物生産機構の中に
おける魚類個体群動態の解明へ と押し進められるであろ
う. ?
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